
一一一
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二
月
は
総

采
中
予
で

》
錘
の
少

侭
も
田
畑

嘩
迫
才

儒
え
冷
え

墨
懸
鰯
八

程
が
同
日

噸
太
山

侭
お
年

ご
元
の
お

い
た
。

』
東
予
地

踏
め
た

）
ろ
に
は

新
居
浜

一
種
露
六

一
乗
四
年

瀬
戸
内

》
、
西
条

奥
、
加

Ｄ
ｑ

睾
混
ぞ

繊
南
の
一

冬
一
番
一

全
、
内

た
率
の

は
各
所灘¥輔．蕊渉

》
楽
式

幟
式
に

護
で

不
生
六

薩
式Ｘ

焼
死
、
本
人
も
重
体
夫

家
に
放
火
分

が
あ

る
と

雪
昏
、「

シ 葺鳥

同
袈
は
、
ネ
ク
タ
イ
が
梅
木
の
も
の

で
弱
る
こ
と
や
、
一
琴
塞
子
さ
ん
が
梅
木

と
二
人
で
同
ホ
テ
ル
に
来
た
の
を
従
業

員
が
確
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
梅
木

が
芙
美
子
さ
ん
を
殺
し
た
あ
と
、
蕊
来

さ
ん
方
で
無
理
心
中
壷
図
っ
た
と
み
て

い
る
。

、
踏
切
で
一
時
停
止
恵
る

一
日
午
後
零
時
四
十
五
分
ご
ろ
、
今

治
市
辻
堂
、
・
国
嫉
予
溌
線
竜
誌
踏
切

（
誇
報
機
、
し
ゃ
断
職
な
し
）
で
、
自

転
車
に
乗
っ
て
い
た
園
巾
東
鰯
生
町
四

丁
目
、
丸
山
ゆ
か
り
さ
ん
（
一
等
が
、
松

山
発
商
松
行
き
の
上
り
普
通
列
車
と
接

一
日
午
前
一
時
十
分
ご
ろ
、
松
山
市

土
居
田
町
の
県
道
で
、
同
市
和
泉
、
自

動
車
修
理
エ
成
瀬
賊
さ
ん
（
一
ざ
迩
娠
の

雷
緊
『
驚
荷
恩
讐
塁

遮
柱
に
祇
突
、
、
繊
転
し
た
。
成
瀬
さ
ん

は
車
外
に
ほ
う
り
出
さ
れ
頭
な
ど
を
強

く
打
ち
、
・
市
内
の
病
院
に
趣
ば
れ
た
が

漣
蒔
間
後
に
死
亡
し
た
。
‐

松
山
東
鍔
の
鯛
べ
に
よ
る
と
、
現
鐵

卒
業
式
帰
り
列

車
に
接
触
け
が

濯
鵬
唖
？
繍
蕊
璽
人
死
ぬ
識

か
ら
結
核
で
同
市
内
の
錐
謎
所
に
入

院
二
一
星
一
十
六
日
に
懇
院
し
た
ば
か

り
。
入
院
中
は
度
々
趣
鱈
で
復
鱈
壷
迫

っ
て
い
た
ら
し
い
Ｃ

頚
来
さ
ん
と
居
間
で
篭
き
し
て
い
た

が
、
同
家
に
同
居
し
て
い
る
養
女
、
佐

礁
へ
ル
ョ
さ
し
宍
憲
一
）
龍
訓
東
Ｄ
蕊
ら
こ

鋤
員
丸
山
さ
ん
は
右
足
僅
邇
閲
の
け

が
を
負
っ
た
。
丸
山
さ
ん
は
今
治
エ
商

繊
維
斜
里
二
年
生
で
、
同
日
行
わ
れ
た

篭
義
の
婦
風
だ
っ
た
。

今
治
籍
の
鯛
べ
に
よ
る
と
『
丸
山
さ

ん
が
一
時
停
止
し
な
か
っ
た
た
め
と
、

か
さ
を
さ
し
て
い
た
た
め
前
が
よ
く
見

え
な
か
っ
た
の
が
膜
悶
。
列
車
は
現
場

に
六
分
間
停
車
し
た
。

ば
伊
争
鉄
郡
中
線
ど
並
行
し
て
い
る
幅

迩
ハ
・
六
脚
の
直
線
道
路
ｃ
乗
用
蕊
は

推
定
時
速
約
七
十
談
で
市
内
か
ら
伊
予

市
方
面
に
向
け
進
行
、
砲
車
線
路
と
遮

路
と
の
域
の
鉄
製
さ
く
四
カ
所
に
左
前

部
を
術
桑
さ
せ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
寵

柱
に
乗
り
土
げ
る
よ
う
に
し
て
横
転
し

た
。
齋
麿
鍛
初
の
術
突
地
点
か
ら
約
三

十
騎
走
り
、
反
対
車
線
で
止
ま
っ
た
。

藍蕊難

保内中運動場に不時着したヘリコプター
－＝

松
山
で
住
宅
全

焼
、
主
婦
や
け
ど

石
油
ス
ト
ー
ブ
が
引
火
か

一
日
午
後
二
時
四
十
分
ご
ろ
、
松
山

市
大
可
雲
予
目
、
建
醗
莱
仲
家
正
博

さ
ん
電
二
方
一
階
応
接
間
付
近
か
ら
出

〃
Ｌ
、
と
苫
、
’
．
－
〃
．
．
・
西
卜
・
一
彦
ジ
ー
形
’
二

ま
た
同
日
午
前
八
時
十
分
ご
ろ
、
松

山
市
空
港
通
一
丁
自
の
県
遮
で
も
、
同

市
久
保
田
町
や
会
社
掴
篠
原
軍
法
さ
ん

含
哩
運
嘘
の
乗
用
車
が
、
道
路
左
側
の

街
路
樹
に
価
突
し
た
。
篠
原
さ
ん
は
胸

な
ど
を
強
打
、
病
院
に
運
ば
れ
た
が
、

六
時
間
後
、
内
臓
砿
裂
で
死
亡
し
老
姥

松
山
蕊
署
の
調
べ
に
よ
る
と
へ
幅
約

沖
縄
の
氷
海
漿
蕊
地
を
飛
び
立
っ
た
一

軍
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
上
一
藤
が
一
日
午
後
一

六
時
二
十
分
ご
ろ
、
西
宇
和
郡
保
内
町

川
之
逼
保
内
中
準
校
通
勤
場
に
不
時

箸
、
時
な
ら
ぬ
頚
用
機
の
ご
う
音
と
蕃

陸
に
近
く
の
住
民
は
、
雨
の
中
を
難
ま

り
、
不
安
げ
に
見
守
っ
て
い
た
。

付
近
の
住
民
や
同
種
数
屋
ら
の
話
に

よ
る
と
、
一
日
午
後
六
時
ご
ろ
へ
リ
コ

二
十
八
日
午
後
十
時
十
分
か
一
皇
千

分
ご
ろ
に
か
吟
以
北
九
州
市
小
倉
港
か

ら
祁
戸
港
に
向
け
て
航
行
し
て
い
た
阪

客
が
転

蕊
上司

】
。
Ｕ
ｃ
ｑ
■
■
●
１
１
１
１
基
ｎ
Ｍ
〕
，
一
’
《
〆
吐
“
唖
酔
型
咋

保
内
中
の
運
動
場
へ

米
軍
ヘ
リ
３
機
不
時
着

爆
溌
近
く
の
儀
民
び
っ
受
り

九
燐
の
直
線
遮
路
で
、
篠
原
さ
ん
は
仕

事
に
出
か
け
る
・
蕊
を
送
っ
て
帰
宅
中

で
、
・
時
速
約
五
十
談
で
進
行
、
迦
路
左

側
の
街
路
櫛
に
正
面
諏
突
し
た
。
．

‐
一
弓
の
癖
故
と
も
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

ス
リ
ッ
プ
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
同
鍔

で
は
わ
き
見
か
居
眠
り
運
転
で
は
な
い

か
と
見
て
い
る
ｐ

，
こ
れ
で
今
年
に
入
っ
て
県
下
の
交
通

《
率
故
死
者
は
十
七
人
（
前
年
同
月
比
十

三
人
減
）
．
。

ろ
、
越
智
郡
菊
間
町
極
や
太
陽
石
油
菊

間
製
油
所
の
沖
合
麹
一
言
五
十
脚
の
海

上
で
、
同
町
種
、
誠
洋
汽
船
所
属
の
賀

物
船
第
２
誠
洋
丸
（
四
九
八
オ
）
Ｉ

西
本
光
男
船
長
画
喜
里
ハ
人
乗
り
組
み
一

糾
一
覗
轆
郡
蛸
伴
鮒
灘
魎

プ
タ
ー
三
擁
が
川
之
石
地
区
上
空
を
低
一
切
れ
の
た
め
へ

空
で
旋
回
し
始
め
園
一
十
分
ご
ろ
か
ら
と
い
一
名
零

一
機
ず
つ
保
内
中
学
校
運
動
鰯
に
識
陸
岩
国
基
地
曝

し
た
。
燃
料
は
二
日
函

同
控
の
英
語
担
当
教
鰄
ら
が
零
悩
謹
き
な
い
こ
雀

聴
い
た
と
こ
ろ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
三
機
一
日
夜
は
同
応

は
一
日
午
前
九
時
四
十
分
ご
ろ
沖
繩
の
た
。
こ
の
た
墨

米
海
軍
塞
地
を
出
発
、
岩
国
塞
地
に
向
カ
ー
一
苔
署
“

か
っ
て
い
る
途
中
『
天
候
不
良
と
燃
料
１
－
歳
の
輩

毒
圧
茄
砂
屋
肛
．
小
潮
領
子
さ
ん

遜
慧
騨
灘
蕊

潔
繍
澱
灘
腰
ハ
瀞

え
て
あ
っ
た
。

遮
溌
唾
愛
け
た
松
山
海
上
保
安
部
で

は
、
巡
視
鯉
「
み
つ
か
ぜ
」
を
出
動
、2砿から煙を咳き上げる住宅火事<ユ曰午後S時20分ごろ）

二
切
れ
の
た
め
、
同
中
学
に
不
時
詩
し
た

と
い
一
名
乗
思
い
が
同
校
か
ら
鯉
諦
で

一
岩
国
基
地
に
連
溌
琶
と
っ
た
と
こ
ろ
べ

燃
料
は
二
日
期
以
降
で
な
い
と
輸
送
で

き
な
い
こ
迄
が
わ
か
り
、
乗
侭
ら
は

一
日
夜
は
同
町
中
央
公
民
館
に
宿
泊
し

た
。
こ
の
た
め
八
幟
浜
謹
察
籍
は
パ
ト

カ
ー
ニ
合
署
出
動
さ
せ
て
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
三
機
の
審
戒
に
当
た
っ
た
。
・
・

｜
経
も
な
く
、
故
人
に
ゆ
か
り
の
人
々
が

蕊
澱
洲
迩
蕊
騒

画
い
た
庶
民
派
〃
ト
ラ
さ
ん
〃
に
ふ
さ

両
羅
鑪
蕊
蕊
遷

一
か
ら
冒
宅
に
は
黒
田
了
一
前
大
阪
府
知

ぎ
、
京
都
市
左
京
厩
下
鴻
北
芝
町
の
自

宅
前
で
生
前
親
し
か
っ
た
友
人
、
市
民

ら
約
五
百
人
の
見
送
り
を
受
け
た
あ
ど

だ
び
に
ふ
さ
れ
た
。
花
輪
も
祭
堀
も
眺

別
式
も
行
わ
れ
な
い
ま
ま
一
日
正
午
す
一

故
蜷
川
さ
ん
お
別
れ
式

・
塞
皐
都
冒
一
月
二
十
七
同
夜
、
死
去

し
た
前
京
都
府
知
魏
蜷
川
虎
三
さ
ん
の

遮
体
は
故
人
の
遮
冨
通
り
、
迩
疲
も
告

た
ロ

水
死
体
で
見
つ
か
る

伊
方
沖
で
不
明
の
船
興

二
土
倉
午
瘻
酉
新
郡
伊
方
町

九
町
越
沖
で
、
伝
馬
船
が
転
羅
、
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
た
東
宇
和
郡
明
浜
町

満
山
、
宇
都
宮
栄
之
助
さ
ん
（
一
蓮
は
、

二
十
八
日
午
後
零
時
五
十
分
ご
ろ
、
同

所
海
岸
近
く
の
海
底
か
ら
水
死
体
で
晃

つ
か
つ
だ
》

ａ
。
〆

・
宇
都
宮
さ
ん
は
『
父
親
の
童
一
師
さ

ん
会
。
）
と
糠
帆
船
神
勢
丸
’
一
五
六
才
．

１
で
大
阪
か
ら
宇
和
島
へ
鋼
材
な
ど
迩

津
途
牢
の
二
土
台
感
海
上
が
シ
妖
た

た
め
伝
厩
船
に
乗
り
移
り
脱
出
し
よ
う

と
し
て
転
遜
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

一
幸
（
日
朝
か
ら
、
松
山
海
上
保
安

部
は
巡
視
船
「
み
つ
か
ぜ
」
壱
出
動
し

て
捜
索
、
ま
た
家
族
ら
が
依
頼
し
た
地

元
ダ
イ
バ
ー
が
現
場
付
近
の
涯
歸
壷
潜

り
、
消
波
フ
ロ
ッ
ク
の
下
か
ら
発
見
し

め
ん
業
村
上
道
茂
宍
巳
１
以
上
酒
気
帯

び
迩
転
，

付
近
の
捜
索
に
当
た
っ
た
。
．

花
輪
も
祭
壇
も

読
経
も
な
く
…

＝一－
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“
親
善
の
た
め
一
用
中
旬
、
来
日
し
た

中
日
友
好
協
会
の
中
国
人
女
性
通
訳
が

二
月
中
旬
、
仙
台
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

か
ら
失
跡
し
た
ま
ま
所
在
不
明
に
な
っ

て
い
る
こ
些
聾
一
日
ま
で
に
わ
か
っ

た
。
中
国
大
使
館
、
日
中
友
好
協
会
宮

城
県
本
部
か
ら
藝
索
願
が
出
さ
れ
て
お

り
、
言
誠
県
警
と
甕
視
庁
腫
、
失
跡

後
、
既
に
十
日
余
り
た
っ
て
重
手
掛
か

り
が
つ
か
め
て
お
ら
ず
、
自
殺
の
恐
れ

も
あ
る
た
め
全
国
に
手
配
、
行
方
を
雲

し
て
い
る
。

失
跡
し
た
の
は
中
同
友
海
協
会
職
呉

で
通
訳
の
張
庶
秋
さ
ん
（
四
一
）
。

薙
視
庁
な
ど
の
謡
べ
に
よ
る
と
、
張

・
さ
ん
は
一
月
十
五
日
、
日
中
友
好
協
会

鍵
野
県
本
部
の
招
き
で
来
日
、
羽
田
空

港
に
到
善
し
た
。
・
張
さ
ん
ら
一
行
は
中

日
友
好
協
会
雲
雲
の
男
些
△
富
む

三
人
。
す
ぐ
蟇
野
県
へ
直
行
、
現
地
で

親
善
を
深
め
た
後
二
一
月
上
旬
い
っ
た

ん
東
京
を
訪
れ
、
都
内
な
ど
を
参
議
、

同
協
会
福
島
県
本
部
の
招
き
で
、
福
島

甲
ら
第
叫
号
証
勿
１

｜
中
鬮
女
性
通
訳
が
失
跡

堂予勿倉鯵汗飼震老

像、
ま
あ
〆

苛
鍔
ま
せ
ん

他
殺
体
で
池
に
浮
く
犬

’
一
》
４
一

一
つ

【
大
墜
一
月
中
旬
大
阪
府
和
塁
、

内
に
タ
ク
シ
ー
を
放
鍾
し
た
ま
ま
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
た
堺
市
意
倉
合
三

ノ
ー
、
個
人
タ
ク
シ
ー
鑿
筆
》
高
元
震

昇
さ
ん
（
蟇
）
が
二
日
朝
、
和
泉
市
内
の

池
で
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
大

阪
府
審
簔
査
一
課
は
『
高
元
さ
ん
は
タ

ク
シ
ー
料
金
な
ど
迄
雫
わ
れ
た
あ
と
毅

害
さ
れ
、
同
池
に
捨
で
ら
れ
だ
も
の
ど

市
に
向
か
つ
差
桔

張
さ
ん
陰
一
用
十
九
日
深
夜
か
ら
翌

二
十
日
早
朝
の
間
に
、
三
人
で
滞
在
し

て
い
た
仙
合
市
内
の
昌
里
猩
好
協
会
宮

城
県
本
部
が
借
り
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン

か
ら
姿
を
消
し
、
行
一
理
へ
明
と
な
っ

た
。

失
跡
時
、
蜜
さ
ん
は
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

不
明
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手

譜
需
蕊
自
殺
の
恐
れ
も

’

一
つ
を
持
っ
て
出
て
お
り
、
衣
類
や
中

国
へ
の
お
土
産
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
置
い

た
ま
ま
だ
っ
た
。

関
係
者
の
話
で
は
皇
蒜
四
日
目
の

二
月
一
千
四
日
付
水
豆
、
内
郵
便
局
の

消
印
で
知
人
の
Ａ
垈
毒
士
や
Ｂ
代
議
士

の
羅
鑿
勗
悟
自
殺
を
ほ
の
め
か

す
手
紙
芝
送
っ
て
い
る
が
、
原
因
に
つ

み
て
和
泉
署
に
授
査
本
部
筵
置
き
、
強

盗
殺
人
や
死
体
逝
棄
掌
件
で
握
壹
を
始

め
た
。

二
日
午
前
八
時
ご
ろ
、
和
泉
市
王
子

町
五
○
四
の
這
称
悪
ケ
池
に
男
の
水
死

体
が
浮
か
ん
で
い
る
の
を
釣
り
に
来
た

人
が
見
つ
け
、
和
泉
署
に
届
け
た
○
府

琴
捜
査
一
課
と
同
暑
で
調
べ
だ
と
こ
ろ

人
相
《
著
衣
な
ど
か
ら
一
月
十
八
日
に

爵塞
1

1
鰹
『
ニ
ー

ミ
ら

仮

い
て
は
一
政
治
的
背
鐙
は
な
い
も
よ
う

で
、
ナ
ゾ
に
包
ま
れ
て
い
る
。

張
さ
ん
は
身
長
一
六
○
毒
、
面
蟇
で

髪
は
パ
ー
マ
。
眼
鏡
ば
か
け
て
い
な

い
。
日
本
語
は
ぺ
ラ
ベ
ラ
、
服
装
は
日

本
で
手
に
入
れ
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
コ
ー

ト
。
ハ
イ
ヒ
ー
挫
琶
嬢
い
て
お
り
、
顔

つ
き
な
ど
は
日
本
人
と
変
わ
ら
な
い
。

仕
事
に
出
産
の
貧
同
市
府
中
町
の
市

道
わ
き
に
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
捨
て
産
ざ

ま
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
嵩
元
さ

ん
と
わ
か
星
桔

同
霊
査
本
部
は
こ
れ
ま
で
の
調
べ
で

①
高
元
さ
ん
の
タ
ク
シ
ー
カ
ー
準
が
タ

ク
シ
ー
放
鍾
現
場
の
南
東
約
三
渋
の
陸

上
自
衛
隊
演
習
湯
を
横
切
る
道
路
わ
き

で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
死
体
が
発
見
さ

れ
た
池
は
そ
の
中
閏
点
に
あ
る
②
犯
人

は
走
行
メ
モ
か
ら
商
元
さ
ん
が
一
月
十

九
日
未
明
豊
零
た
一
壬
一
人
目
の
客

と
み
ら
湿
る
ｌ
な
ど
か
ら
、
最
後
の
客

《
ロ仙

め
、
岩
国
基
地
か
ら
フ
エ
・
り
１
を
使
っ

て
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
章
を
松
山
空
濤
に
声
福
江
Ｉ
長
崎
県
】
大
し
け
の
臺
崎

送
り
込
ん
だ
後
二
一
百
朝
、
岩
国
塞
地
県
’
五
島
沖
で
転
覆
、
士
一
人
が
死

か
ら
松
山
空
港
ま
で
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
亡
、
四
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
頴
渡

Ｉ
で
燃
蟄
皇
翰
。
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
し
鉛
栄
福
丸
（
一
九
。
星
会
）
の
鉛

車
に
移
し
、
保
内
甲
ま
で
運
ぶ
予
定
に
底
か
ら
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
た
福
岡
市

な
っ
て
お
り
、
軍
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
中
央
区
清
川
三
ノ
ー
四
、
大
エ
田
口
太

一
離
陸
は
早
く
て
三
日
午
前
十
時
一
）
ろ
に
さ
ん
（
三
雲
）
は
二
日
午
後
、
入
院
先
の
福

一
な
る
見
込
み
。

江
市
内
の
五
島
豊
誇
院
で
初
め
て
記

が
演
雷
湯
付
近
で
湾
元
さ
ん
毒
襲
い
、

貯
水
池
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
運
転
し
て
商

元
さ
生
き
捨
て
た
鋒
交
通
の
便
の
い

い
同
市
府
甲
町
に
タ
ク
シ
ー
を
放
置
し

て
逃
げ
た
と
み
て
、
周
辺
の
不
審
者
の

リ
ス
ト
ア
ッ
ｚ
奮
い
で
い
る
。

高
元
さ
ん
．
の
遺
体
解
剖
は
同
日
午

後
、
近
畿
大
医
学
部
で
行
わ
れ
た
。
死

体
に
長
さ
一
手
五
壱
の
傷
が
あ
る
ほ

か
、
顔
墜
二
、
四
カ
所
の
皮
下
出
血
が

あ
っ
た
が
、
脳
に
摂
傷
が
な
い
な
ど
致

命
鶴
は
な
く
、
死
因
は
不
明
。
死
後
約

寧
十
日
。
肺
に
水
が
入
っ
て
い
た
が
、

生
存
中
飲
ん
だ
か
ど
う
か
断
定
で
き

ず
「
さ
ら
に
詳
し
い
検
査
を
行
っ
９

１
口
ｌ
■
■
４
１
刑
Ⅱ
１
１
苧
八
と
ご
Ｉ
叱
色
、
叩
呈
〆
凹
荷
配
ｕ
・
、
Ⅱ
″
‘
一
Ｊ
琶
杢
、
二
ｒ
町
０
田
１
Ｊ

燃
料
輸
送
手
間
ど
る
一

保
内
中
に
不
時
着
米
軍
ヘ
リ
↑

天
候
不
良
と
燃
料
切
れ
の
た
め
、
一

日
蕊
酉
蒲
郡
保
内
町
川
之
石
、
保

圃
中
学
校
運
動
場
に
不
時
署
し
た
米
海

童
軍
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
上
一
震
は
へ
丞
瀞

軍
の
岩
国
塞
地
か
ら
の
燃
掛
輸
送
に
手

間
軍
り
、
離
睦
は
三
日
午
前
中
に
な
る

見
込
奄

章
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
上
一
震
ば
マ
ク
ダ
ー

イ
ヤ
大
佐
ら
六
人
が
乗
り
窪
み
、
沖
縄
一

の
ま
一
手
納
華
地
か
臣
一
壱
国
琴
地
に
向
か

っ
て
い
た
○
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
使
用
す
｝

る
燃
料
は
特
殊
な
も
の
だ
け
彊
岩
璽

臺
地
か
ら
の
雪
毒
を
謎
凰
し
た
が
、
大
一

型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
保
廟
甲
豊
崖
出

来
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
た

町
一
四
、
北
陽
水
産
Ⅱ
喜
多
村
一
夫
社

臺
壹
塾
Ⅱ
所
属
の
カ
ニ
カ
ゴ
漁
船
軍
記

北
陽
丸
（
塞
ぐ
九
才
）
Ｉ
石
橋
室
一

日
鐙
塞
壱
室
ら
九
人
乗
り
組
み
Ⅱ
。
録

鍋
の
第
野
山
陽
丸
（
か
△
奉
り
組
丞
③

が
遮
体
の
収
容
さ
れ
て
い
る
同
島
に
急

行
、
同
日
午
後
十
時
す
ぎ
、
救
命
ボ
ー

死闘76時間転覆船から奇跡の生還の田口さん会見

もっと船内捜してく獅たら…
１
１
入
Ⅷ
Ｍ
Ｍ
Ｖ
ｃ
。

連
諾
し
た
の
空
き
譲
後
に
消
息
壷
断
つ
一

だ
一
日
午
前
九
壜
」
ろ
、
同
島
南
西
約
一

四
十
銭
の
海
上
で
韓
国
の
タ
ン
カ
ー
が

漂
流
中
の
裁
命
ボ
ー
ト
を
発
見
、
韓
国

海
洋
審
察
隊
か
堂
一
日
、
海
上
保
安

庁
、
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
塵
淫
絡

ｉ
も
よ
う
を
次
の
よ
う
に
語
っ
老
袷

天
候
は
悪
か
っ
た
が
令
皆
は
「
せ
っ

か
く
塞
言
た
の
だ
し
言
二
と
話
し
、

諾
局
十
七
日
王
聖
蒔
す
ぎ
に
出
港
し

穐
整
て
い
た
が
同
七
蹟
惠
、
大
波

が
来
て
目
が
覚
め
た
。
間
も
な
く
次
の

波
が
宿
１
ｚ
之
来
て
船
は
あ
っ
と

い
う
問
に
壼
種
。
同
時
に
訟
内
の
電
気

が
消
え
、
十
人
い
た
前
部
客
室
で
叫
び

声
が
し
、
一
時
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
、

湾
阿
部
晴
鳧
さ
ん
（
鍔
）
が
脱
出
し
た

あ
と
、
金
堂
守
国
さ
ん
（
｜
岳
）
Ｉ
這
体
で

収
容
Ｉ
が
脱
出
を
試
み
た
。
し
か
し
、

水
圧
で
ド
ア
が
開
か
ず
出
わ
れ
な
か
っ

た
よ
一
塁
袷
船
内
は
、
海
中
か
ら
操
だ

雲
を
通
っ
て
入
っ
て
く
る
光
が
差
し
込

ん
で
い
た
。

三
、
四
時
間
し
て
船
底
部
分
の
容
ご

見
つ
け
た
。
徐
々
に
震
水
し
て
き
た
の

で
巨
分
が
錘
初
に
蓉
り
込
ん
だ
。
穴
は

小
さ
く
、
体
の
大
き
な
人
は
入
り
こ
め

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
寒
く
て
、
息
苦
し

く
な
り
、
十
七
日
夕
、
目
の
前
が
だ
ん

だ
ん
か
す
ん
で
や
が
て
意
識
を
失
っ

た
。
気
が
つ
い
だ
わ
病
雲
一
で
横
に
な
っ

て
い
た
。
不
思
議
と
死
ぬ
と
い
う
気
持

ち
は
起
き
な
か
っ
た
。
穴
か
ら
頭
だ
け

を
出
し
た
金
堂
さ
ん
と
『
生
き
て
帰
れ

た
ら
二
度
と
釣
り
に
は
行
く
ま
い
」
と

ほ
の
暗
い
明
か
り
の
申
で
雷
つ
た
。
々

一
死
ん
だ
人
の
事
を
考
え
る
と
眠
れ
な

い
夜
が
続
い
た
。
阿
部
さ
ん
が
発
見
さ

れ
た
時
点
（
十
八
日
諺
で
『
船
内
を

ぐ
ま
な
く
捜
索
し
て
く
れ
て
い
芯
員

も
〃
、
タ
ｂ
固
守
ｊ
口
、
釦
、
グ
■
津
も
み
０
■
ヴ
ａ
Ｏ
Ｉ
砂
可
、
、
口
、
ロ

二
十
一
逓
起
観
測
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
境
海
上
保
安
部
で
は
、
強
風
な
ど
の

雷
で
蕊
し
農
濃
察
－
卜
に

乗
り
管
た
も
の
の
曽
蓄
寒
波
に
よ

る
低
温
で
漂
流
中
次
々
と
凍
死
し
た
と

み
て
い
る
。

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
（
舞
鶴
）

で
ば
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
死
九

州
）
の
応
援
壱
求
め
三
日
も
早
朝
か
ら

巡
視
龍
と
ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
機
を
出
動

さ
せ
、
遭
難
し
た
と
み
ら
れ
る
現
場
海

域
を
中
心
に
海
空
か
ら
捜
索
を
再
龍
、

外
国
貨
物
船

同
士
が
衝
突

中
島
町
魂
３
入
不
明
に

一
百
午
後
七
時
四
十
分
ご
ろ
、
，
温
泉

郡
中
島
町
由
利
島
の
南
西
約
五
・
五
織

の
伊
予
蕊
で
、
パ
ナ
マ
溌
籍
の
賞
物
船

『
サ
ン
シ
ン
』
Ⅱ
三
九
九
才
、
鐘
濟
種

訟
長
ら
十
人
乗
り
組
み
Ｉ
ど
、
韓
国
鉛

籍
の
鍾
物
鉛
『
シ
ョ
ン
ガ
」
’
九
九
九

シ
ャ
ン
ソ
ン

鱗
議
美
了
氏
念
し

は
ら
・
え
い
り
ょ
う
、
本
名
。
震
原
敏

信
Ｉ
ど
し
の
ぶ
）
Ⅲ
写
蘂
Ｉ
が
二
日
午

前
八
壁
一
十
分
、
ス
イ
戯
ガ
ン
の
た
め

軍
京
毒
桑
地
の
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

死
去
し
庵
七
十
四
露
滋
蛮
県
出

身
。
自
宅
は
墓
示
都
渋
谷
区
代
々
木
五

ノ
ー
八
ノ
八
ｃ
葬
震
は
十
四
日
午
後
一

晴
か
わ
ま
星
言
山
葬
儀
所
で
。
喪
圭
は

夫
人
で
料
理
研
究
家
の
多
摩
子
擢
ま

こ
）
さ
ん
。

『
婦
人
公
論
』
編
集
長
を
経
て
、
四

一
曲
》
一
言
室
奄
聾
毛
伊
《
Ｉ
ｕ
声
一
言
『
二
」
『
？
●
Ⅱ
１
８
Ｆ
■
ｒ
』
Ｐ
ｃ
ｂ
，

音
楽
評
論
の
蘆
原
箪

■
「
■
日
Ｉ
川
判
１
１
Ｊ
Ⅱ
Ｕ
■
■
■
■
Ｂ
０
ｊ
Ｌ
４
弔
い
日
一
■

’
1
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一
等宇
蕊
島
龍

％席験四
を蘂は日

こ
と

【
浦
和
】
埼
玉
県
立
術
生
短
大
（
松

岡
敬
一
郎
学
長
噸
務
取
扱
）
１
浦
租
、

上
大
久
保
五
一
九
Ｉ
で
、
こ
の
瀞
か
ら

新
殴
逹
子
定
し
、
学
生
悪
癖
集
し
た
保

育
学
科
と
歯
科
術
釜
葱
の
久
学
鐡
験

が
、
実
施
予
定
の
三
月
八
日
を
前
に
突

然
、
延
期
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
四
日
、

朋
ら
か
に
な
っ
た
。
県
感
会
で
の
県
衛

生
短
大
条
例
改
正
案
の
誇
職
見
通
し
を

誤
っ
た
の
が
原
因
だ
が
、
受
験
生
に
と

Ｉ
Ｉ
Ｌ

県
条
例
改
正
間
に
合
わ
ず

学
科
の
新
殴
に
は
県
条
例
の
改
正
が

必
要
な
た
め
、
同
術
生
部
は
各
政
党
悪

回
り
「
罐
先
的
に
県
議
会
で
審
羅
、
可

決
し
て
欲
し
い
。
率
前
に
募
塞
畠
め

た
い
」
な
ど
と
口
頭
で
伝
え
た
。
一

方
呈
掌
側
も
予
産
廻
り
新
譲
で
き
る

と
判
断
し
、
既
設
学
科
と
同
じ
日
程
で

新
設
一
事
科
の
募
集
率
務
を
開
始
。
二

月
二
日
か
ら
十
日
ま
で
に
願
嬬
を
受
け

付
け
、
三
月
八
日
を
識
験
日
と
し
毛
指

強
く
出
さ
れ
、
諾
局
一
県
議
会
が
縫
わ

一
皇
一
月
一
，
一
十
六
日
ま
で
募
蕊
蕊
務
は
不

可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
学
側

は
緊
急
教
授
会
を
開
き
、
八
日
の
入
試

中
止
詮
決
定
や
受
験
生
に
は
入
試
延
期

牒
懲
鶴
率
線
浅
鮭
識
一

と
こ
ろ
が
、
二
尾
末
か
ら
の
定
例
県

維
会
の
直
前
に
な
っ
て
、
多
数
野
党
。

自
民
党
騒
員
の
『
部
か
ら
「
条
例
改
正

ー

熱
海
市
。
悪
河
原
温
泉
の
『
酒
光
画
」

で
行
わ
れ
、
双
方
入
玉
も
よ
っ
の
大
乱

職
の
末
、
一
言
午
後
十
時
四
十
七
全

一
音
四
十
八
一
室
ぞ
で
大
山
が
勝
負

４
１
１
で
王
将
位
語
防
術
し
た
。
こ
れ

で
大
山
は
念
願
の
亘
一
十
回
優
勝
を
達

成
し
、
公
式
タ
イ
ト
ル
懇
得
数
を
七
未

九
に
伸
ば
し
た
。

－

東
達
エ
ハ
◇
社
金
蔀
▽
応
用
社

会
謨
奮
新
島
慶
片
桐
英
樹
濡

居
浜
西
】
滝
田
あ
ゆ
み
【
松
山
西
】
藤

本
実
悪
山
更
白
石
幸
司

‐
１
Ｎ
藍
ふ
み
。
？
⑥
１
‐

一
一
』

一
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